
いつも新しいチャレンジに積極的な入居者 Sさん。入居後、中国語やボウリング、
麻雀などに興味を持ち、サークルや教室に通ったり、本を購入し勉強したり、
90 代とは思えないほど、趣味の幅を広げています。
そんな入居者 Sさんですが、電話の声が聞こえにくいようで、「この歳だと仕方がないか・・・」
と悩んでいました。そんな時、清明祭に参加し、スマートフォンのスピーカー機能で話す親類を見て、
「これはいい！　これなら、よく聞こえるかも！」と早速、スマートフォンに機種を変更しました。
お店で一通り説明を受けた後、自宅で取扱説明書を熟読し、なんとか基本操作を覚えたようです。
職員にも操作方法を尋ねることもあり、慣れない操作に苦労しているようで、
「変えなければよかったと後悔しているよ」と不満をもらし、職員は心配していました。
その後はというと・・・無料動画サイトで国会中継を見たり、唱歌を聞いているとのこと。また、最近、
音声検索の方法を覚え、「これはいい！」とスマートフォンを使いこなしている入居者 Sさんでした。

ポート・ヒロックは おかげさまで開設10周年を迎えます。

大城 光作 おおしろ こうさく

■職種：介護福祉士　■入職日：平成 28 年 9 月　■出身地：那覇市

■ご入居の方々へ一言：昨年 9月に入職しました「大城光作」です。

入居者の皆様に、安全・安心・快適なサービスを提供できるよう心掛けていきます。

どうぞ、宜しくお願い致します。

NEWS & TOPICS

　自由に、そしてご自分で、日常のちょっとしたお買い物やお出かけを楽し

んでいただこうと、ご入居の皆様の足として、ポート・ヒロックから近隣へ

無料送迎車を運行しています。ご入居の皆様からとても好評で、「荷物が重

いから助かった」「暑さを気にせず、外出できる」「病院受診でとても助かっ

ている」など喜んでいただいています。

　また、ご要望のあった宜野湾コンベンションシティー（複合施設）への特別便を 5 月より運行しており、

ご入居の皆様の利便性に努めています。

従来の無料送迎に加え、特別便を増便

　ポートでは、職員向けに様々な研修を行っていますが、今回は専門講師を

お招きし、「心肺蘇生術」の処置と手順、AED の使用法について学びました。

心臓麻痺や窒息を想定した胸骨圧迫法などモデルの人形で実技を行い、実践

さながらに緊迫した空気の中で一人ひとりが真剣に訓練を行いました。

　AED は音声ガイダンスに従えば簡単に操作することができるので、想像

していたよりも扱いやすいものだと感じました。緊急時にパニックにならずに迅速な対応ができるよう、

実技を体験できてよかったとスタッフからコメントがありました。

職員向けの研修会

　浦添消防隊員の立ち合いのもと、ご入居の皆様（一般棟・介護棟）を含め、

施設全体で避難訓練を実施しました。施設には至るところに消火器やスプリ

ンクラーが設置されていますが、いざという時の為に毎年、避難訓練を行っ

ています。訓練中、職員は救護班や誘導班など担当に分かれ、無線で状況を

確認しながら、対応していました。

　ご入居の皆様は火災報知機の音に驚かれながらも、職員に誘導され、無事に各避難場所へ集合しました。

総評で、消防隊員からお褒めの言葉をいただき、ご入居の皆様は安心したご様子でした。

避難訓練の実施

ポート・ヒロックで暮らす
ご入居の皆様のインタビューや生活のご様子をご紹介します

瀬戸　仁 さん「終の住処の選定とその暮らし」
ご夫婦で一般棟に入居された瀬戸様
夫婦。施設内外を問わず、積極的に
スポーツやイベント等に参加。昨年
は映画のエキストラとしてご協力い
ただきました。

執筆活動がご趣味の瀬戸仁さん。身の回りの出来事をエッセーにし、将来、出版できるのでは・・・と思うほど、

書き貯めているようです。職員も読ませて頂くことがありますが、大笑いする話もあり、楽しんでいます。

今回、全国有料老人ホーム協会の情報誌に掲載されたエッセーをご紹介します。

　私達夫婦は子宝には恵まれなかったが、その分、時間には恵まれ、

旅行等々楽しんできた。

　古希近くなった折、それまで無関心だった老々介護の末とか孤独

死とかのニュースに触れ、行く末を案じた。養子を貰う等の選択肢

もある中で、お金で人のお世話になる手もあるなと。何かで、全国

有料老人ホーム協会を知り、情報誌の配布を受けた。

　そして、健常な内に入居出来、要介護になった時点で介護施設に

移れるホームの存在を知った。

　「これだ！」と思った。先ずは老後の健康には良くない寒さは避

けようと沖縄のホーム紹介欄を見ると、1 ホームが掲載されていた。

　母体が大病院との協会の勧めもあり、2 年ほど前に入居。高級リ

ゾートホテルのような造り、加えて日々、丁寧に接して下さるスタッ

フ、そして、夫婦共に趣味のテニスを通じて地域に馴染む事も出来、

良い選択をしたと満足している。
施設の中庭で、ご入居の皆様と

グランドゴルフを楽しむ瀬戸仁さん

職
員
紹
介

ご 挨 拶
　港の見える小さな丘「ポート・ヒロック」。私たちは、8 月 1 日に開

設 10 周年を迎えることになりました。皆様の温かいご支援に深く感謝

致します。

　当初、これが老人ホーム？と奇異な目で見られることが多かったの

ですが、10 年かかってやっと理解していただけるようになってきました。

　私たちは、介護と医療を融合させ、それまで日本にはなかった、医

療の充実した新しい形の有料老人ホームを作ろうと、ポート・ヒロックを始めました。

　コンセプトはCCRCです。すなわち、「高齢者が心身の状態の変化に応じて、住宅、生活支援、健康支援、

介護・医療などの様々なサービスを継続的にひとつの敷地内で受けられる共同体」のことです。その運営

にはホテルや様々な分野のノウハウが必要で、まだ多くの課題が残っていますが、少しでも早く目指す姿

に近づきたいと思っています。

　長い間家族や社会に貢献してこられた高齢者の方たちが、良質な生活サービスと充実した介護・医療体

制の下で、安心して楽しく心豊かに暮らしていける、理想のコミュニティになるように、これからも私た

ちは最大限の努力を続けていきます。　　　　　　　　　　　　　　　〔ヒロック：Hillock（英語） 小さな丘、塚〕
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